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The purpose of this study is to analyze the learning process in a technology 
education lesson based on a practical teaching method that promotes technology 
governance in technology assessment. Analysis was conducted to clarify the change in 
the opinions and reasons of students regarding technology assessment and to consider 
providing an explanation for these opinions and reasons to other students. We 
conducted a class practice on “production and consumption of native species” and 
analyzed the learning process of 72 students divided into 18 groups. Analyzing the 
changes in their opinions and reasons, we were able to confirm that the students were 
enabled to evaluate various aspects in the field of technology through the practical 
teaching methods adopted in the class as indicated in previous research. It was verified 
that students make decisions while adjusting and integrating their opinions and 
reasons based on discussion with other students. Students changed their opinions and 
explained the reasons for technology assessment based on knowledge rather than for 
the reason presented and the like. 
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表 1 技術ガバナンス能力の「評価」能力育成を指向した指導過程の枠組み 


























































































表 2 授業展開の計画 
過程 学習活動【教具】 支援・留意点 
導入  ・伝統野菜について知る。 ・他の野菜との相違点，栽培方法に対する長所・短所
などを説明する。 








































































































これらは，一人 1 セット配布され，表 2 の授業展
開の②の「1 回目意見」と④の「2 回目意見」で
生徒が使用する。 










授業は，2016 年 2 月に広島大学附属東雲中学





























表 4 評価に対する理由の出現傾向 
 1 回目意見 2 回目意見 最終意見 
社会的側面 125（57.3％） 119（43.4％） 134（37.9％） 
経済的側面 58 （26.6％） 91 （33.2％） 125（35.3％） 
環境的側面 22 （10.1％） 43 （15.7％） 65 （18.4％） 
その他 13 （6.0％） 21 （7.7％） 30 （8.5％） 
理由総数 218 274 354 
・括弧内は各回のカード総数からの割合 
表 3 技術の評価に対する意見の出現傾向 
意見 1 回目意見 2 回目意見 最終意見 
賛成 18（25.0％） 10（13.9％） 12（16.7％） 
ほぼ賛成 19（26.4％） 9 （12.5％） 8 （11.1％） 
やや賛成 22（30.6％） 28（38.9％） 29（40.3％） 
やや反対 7 （9.7％） 15（20.8％） 14（19.4％） 
ほぼ反対 4 （5.6％） 9 （12.5％） 7 （9.7％） 
反対 2 （2.8％） 1 （1.4％） 2 （2.8％） 
























を表 4 に示す。なお，理由の総数は「1 回目意見































果，各グループの意見傾向は表 5 のように集計で 
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１回目意見 ２回目意見 最終意見  






1回目意見 2回目意見 最終意見  












賛成 4 人：反対 0 人 7 4 6 
賛成 3 人：反対 1 人 9 7 5 
賛成 2 人：反対 2 人 2 4 3 
賛成 1 人：反対 3 人 0 2 3 
賛成 0 人：反対 4 人 0 1 1 
 
きた。「1 回目意見」では，「賛成寄り」が 4 人で
「反対寄り」0 人のグループは 7 つ現れた。「賛成 
寄り」3 人で「反対寄り」1 人は 9 グループであ
り最多であった。「賛成寄り」2 人で「反対寄り」
2 人のグループは 2 つあった。「賛成寄り」が 1
人以下のグループは現れなかった。 
「2 回目意見」では，「賛成寄り」4 人で「反対
寄り」0 人のグループは 4 つ現れた。「賛成寄り」
3 人で「反対寄り」1 人は 7 グループあり最多で
あった。「賛成寄り」2 人で「反対寄り」2 人のグ
ループは 4 つあった。1 回目では見られなかった
「賛成寄り」が 1 人で「反対寄り」3 人のグルー
プが 2 つ現れ，全員「反対寄り」も 1 つ現れた。 
「最終意見」では，「賛成寄り」4 人で「反対寄
り」0 人のグループは 6 つ現れた。「賛成寄り」3
人で「反対寄り」1 人のグループは 5 つ。「賛成寄
り」2 人で「反対寄り」2 人，「賛成寄り」1 人で
「反対寄り」3 人のグループはそれぞれ 3 つ。「賛





















回目意見」では 0.5 以下であり出現数が少ない。 
意見が「反対寄り」であった生徒（「1 回目意
見」：13 名，「2 回目意見」：25 名，「最終意見」：
23 名）の示した理由を社会的側面，経済的側面，
環境的側面及びその他に分類して，出現数を集計




















表 7 意見と理由を説明する発話の分類 
発話のレベル 1 回目意見 2 回目意見 
代替策 5 (2.7%) 6 (5.0%) 
合理的・理由カード以外 24 (13.1%) 22 (18.4%) 
直観感情的・理由カード以外 7 (3.8%) 11 (9.2%) 
合理的・理由カード 85 (46.4%) 45 (37.8%) 
直観感情的・理由カード 61 (33.3%) 32 (26.8%) 
理由なし 1 (0.5%) 3 (2.5%) 
総数 183 119 








































































































広島大学附属東雲中学校第 2 学年の生徒 79 名
を対象に「伝統野菜の生産・消費」に関する授業
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